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　　　市と県では、

　　市内 8 カ所に騒音

　測定器を設置してい

　ます。

○測定条件○

　・騒音値が暗騒音レベル

　  （環境騒音）より 10dB

     以上大きいもの

　・騒音が 5 秒以上継続す

     るもの

　・航空機が発したトラン

     スポンダ応答信号電

     波を受信したもの

　平成25年度から、航空機騒音に

係る環境基準の指標が、従来の

WECPNLから、Ldenへ変更され

ました。野嵩地区の平成25年度の

値 を 両 方 で 比 べ て み る と 、

WECPNLでは環境基準を超過し

ていますが、Ldenでは基準値内と

いう結果となっており、実際の騒

音発生状況は同じであるにもかか

わらず、軽減しているような印象

を与えています。

　宜野湾市民は日常的

に米軍機騒音にさらさ

れた生活を余儀なくさ

れています。

　また、市内全域から

騒音に関する苦情が寄

せられているにも関わ

らず、防音工事の対象

区域は一部地域にとど

まっており、政府への

要請を通じ防音工事の

助成対象区域の拡大を

求めております。

　宜野湾市では昼夜を問

わず基地から発生する騒

音等の苦情について、職

員の勤務時間外にも対応

できるよう、留守番電話

専用回線である「基地被

害110番」を設置しており

ます。市へ寄せられた声

は市長まで目を通し、翌

日までに米軍と沖縄防衛

局へ届け、市民生活へ配

慮するよう申し入れてお

ります。また、特に騒音が

激化した際などは適宜、

米軍および沖縄防衛局等

へ抗議・要請を行ってお

ります。

：環境基準値を超過した値

                                                  　（平均で約2.4回/年)

　　　　　　　　　　　　　　　　（件数は本土復帰から2015年3月18日までを集計）

最近の主な普天間飛行場所属機の事故(2015年3月18日現在)

　米軍機が住宅地上空を通過すると、地デジ受信障害が発生するといった声

が市内全域から寄せられており、その対策を国に求めたところ、沖縄防衛局

の調査により認定された野嵩・普天間・新城の一部区域については、平成23年

度に防衛省の補助金を活用し市が対策を実施しました。しかしながら、対策

が行われた区域以外からも同様な声が寄せられていることから、引き続き、

米軍機が起因する地デジ受信障害の解消に向け取り組んでおります。

宜野湾市では、夜間・休日の騒音苦情窓口として基地被害１１０番を設置し、

留守番電話にて２４時間苦情を受け付けております。

普天間飛行場所属機による事故105回普天間飛行場所属機による事故105回
基地から派生する被害基地から派生する被害

基地被害 110 番基地被害 110 番

騒音被害

墜落の危険性

地デジ受信障害
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